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　平成 30年 5月～平成 30年 9月
３．研究対象者
　A大学看護学科






















































は研究に同意した 89名の 1割に近い 10名を対
象とした．
５．分析方法








































































抽出語 頻度 抽出語 頻度
愛 24 アリシア 3
統合失調症 15 学ぶ 3
人 12 幻覚 3
大切 11 自分 3
向き合う 6 乗り超える 3
支える 6 人間関係 3
ジョン 5 人生 3
周囲 5 正しい 3
病気 5 精神疾患 3
患者 4 大きい 3
周り 4 超える 3
心 4 力 3
世界 4
表２　レポート本文の抽出語リスト n＝89
抽出語 頻度 抽出語 頻度
ジョン 80 信じる 11
アリシア 37 わかる 11
存在 23 理解 11
幻覚 20 現実 10
病気 20 向き合う 10
愛 18 世界 10
見る 18 幸せ 9
感じる 17 人間 9
考える 17 伝える 9
統合失調症 15 本人 9
言う 14 チャールズ 8
精神 14 今 8
天才 14 治療 8








































































































































































































行動を不審に思い，医者に相談をしたことでジョンが病気であり 2人の 存在 は幻覚であったと理解ができたのでアリシアの存在はジョンの生活の中で大切

















ジョンが病気であり 2人の存在は幻覚であったと 理解 ができたので，アリシアの存在はジョンの生活の中で大切だと思った．
天才であれ，どんな人間であれ，互いが歩み寄ることにより，相手のことを完全に 理解 することはできなくても相手と良い関係性を作ることは可能であると考える．
35映画「ビューティフルマインド」鑑賞による精神看護学での学びの検討
神」「治療」で一つのカテゴリーを生成しており，
つながりも強かった．
　KWICコンコーダンスで「理解」を見てみると，
表 9にあるように，「他の人が理解してくれたら，
どんな重症な症状でも時間はかかってしまうが
治していくことはできる．」「周囲の人たちの病
気に対する理解と，病気であってもその人を尊
重することを忘れない気持ちが精神の病気にか
かった人を支えるために大切なものだと思っ
た．」と表現されていた．つまり，“周囲の人の
理解が精神の病気の治療につながる，助ける”
と学生が捉えていたと推察できる．
３．映画「ビューティフルマインド」鑑賞を通
しての学生の学び
　考察 1・2より学生は，映画「ビューティフル
マインド」を鑑賞したことで，統合失調症の症
状や特徴のみならず，患者や家族の思い，患者
がその人らしく生きていくための支援まで考え，
学ぶことができていたと言える．これは，糸賀
ら8)の先行研究と同じような結果である．教科
書や講義では，例えば幻覚など，知識として理
解することはできても，その人の体験としてイ
メージすることは難しい．映画「ビューティフ
ルマインド」の鑑賞を通して，学生は主人公や
その家族の目線に立ち，その人の体験，思いに
寄り添うことができたと考えられる．精神疾患
を抱えていても，恋愛もすれば仕事もするし，
夫や父親の役割も担う．学生は精神疾患を抱え
ながら生活をしていくことの大変さを感じ，そ
れでも希望をもつことの大切さなど，その人の
背景にも目を向け，一人の生活者として捉える
視点を養っていた．それは，今後精神看護に取
り組む上でとても重要なことであると考える．
　しかし，精神に障がいをもちながら人生を歩
んでいくということの理解にはつながっている
ものの，投薬を続ける苦悩や，退院後も治療を
続けていく必要性については，学生の学びの中
にほとんど表現されていなかった．それについ
ては，今後，講義などで教授していく必要があ
ると考える．
４．映像教材の有効性
　先にも述べた通り，精神看護学において，教
科書や講義だけでは症状や患者・家族の思い，
患者との関わり方などをイメージすることは難
しい．しかし，映画「ビューティフルマインド」
を鑑賞し，実際に映像で統合失調症の症状の特
徴や治療，患者との関わりを見ることで，精神
に障がいをもつ人のイメージ化ができ，多少理
解が深まったと考える．特に今回は，精神看護
学概論の最終講義で鑑賞してもらっており，ま
だ，疾患の学習があまり進んでいない 1年生を
対象としたことで，疾患や治療などの理解が難
しいのではないかという懸念があった．しかし，
研究者らが大事にしている「精神に障がいをも
つ人を一人の人として捉える」視点を，十分で
はないが，もつことができたのではないかと推
察できる．もちろん，映画は模擬患者であり，
実際の患者との違いはある．しかし，精神に障
がいをもつ人とほとんど関わったことのない学
生にとって，映像を見ることで精神に障がいを
もつ人のイメージ化ができたことは，2年次に
精神疾患や精神看護を学んでいく学生の興味・
関心を引く 1つの手段につながるのではないか
と思われる．さらに，3年次に精神看護学実習
を行う学生の，不安や緊張の軽減に役立ってく
れることを期待したい．
　どの映像教材を選ぶのかは，教授者の手腕に
委ねられる部分ではあるが，映像教材の一部は，
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精神に障がいをもつ人の理解を深めるという学
習効果を得ることができ，有効である．教授者
としては，田邊ら3)が述べているように，「教授
者の主観にとらわれることなく，その時代を反
映した，偏らない精神障がい者の理解をしても
らえるような教授法」を常に追究していくこと
が大切であると考える．
５．研究の限界と今後の課題
　本研究では，映画「ビューティフルマインド」
鑑賞からの学生の学びを，KH Coder 3を用い
て分析・検討を行った．KH Coder 3は機械的
な手法で分析するため，その文脈に含まれる微
妙なニュアンスや曖昧な表現を取り込むには限
界がある．今後は，研究者自身による質的デー
タ分析を加え，混合研究法の一手法としての「グ
ラウンデッドなテキストマイニング・アプロー
チ」（GTMA：Grounded Text-Mining Approach）
による研究を進め，精神看護の教育に活かして
いきたい．
Ⅵ．結論
　学生は，映画「ビューティフルマインド」の
鑑賞から，統合失調症の特徴や症状の一部だけ
でなく，患者・家族の思いや，疾患を抱えなが
らも人生を歩むことができるということを，学
ぶことができていた．また，精神に障がいをも
つ人を，一人の人として捉える視点を養ってい
た．
　これらのことから，適切な映像教材は，精神
に障がいをもつ人のイメージ化を図ることがで
き，学習効果が得られると考えられる．
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